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登場。青垣地域では、シカ肉入
りカレーやあまごの塩焼きなど
をいただきました。
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れがあ

ま
ご
かぁ」
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「子どもたちのおじいちゃんやおばあちゃ
ん、地域の人たちが心を込めて作ってく
ださっている地場野菜を使うことは、下
処理の手間はもちろんかかりますがとて
も大切なことだと思います。納入時など
生産者の方とのコミュニケーションも大
事にしていきたいですね。調理しやすい
立派な野菜を納入していただいたときは、
つい『いいのができてますね。ありがと
う』と本音が出ます。センター方式のため、
子どもたちの様子は毎日交わす各学校と
の『給食連絡ノート』が頼り。調理時間
内に、納得のいく給食ができて、さらに
子どもたちから『今日のシチューおいし
かった』などの反応が返ってきたときは
本当にうれしいですね」

　

あ
る
日
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。
４
時
間
目
が
終
わ
り
、

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
子
ど
も
た
ち
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
送
さ
れ
た
給
食
を
、
給
食

当
番
が
手
際
よ
く
配
膳
し
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
合

図
で
楽
し
い
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
番

の
子
ど
も
た
ち
が
、｢

今
日
は
、
○
○
さ
ん
の
小
豆
と
、

○
○
さ
ん
の
大
根
と
…
」
と
、
食
材
納
入
者
を
紹
介
し

ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
地
元
の
方
々
が
心
を
込
め

て
つ
く
ら
れ
た
食
材
。
中
に
は
、「
今
日
の
野
菜
は
、
う

ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
つ
く
っ
た
ん
や
」
と
誇
ら
し
げ
に

話
し
て
く
れ
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
が
全
国
的
に
始
ま
っ
た
の
は
、
戦
後
間
も

な
い
「
欠
乏
の
時
代
」
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
以

上
が
た
ち
、「
飽
食
の
時
代
」
と
言
わ
れ
る
今
、
学
校

給
食
に
求
め
ら
れ
る
も
の
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。
平
成
20
年
４
月
の
学
校
給
食
法
の
改
正
に
伴
い
、

学
校
給
食
は
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
食
事
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た

ち
自
ら
が
食
に
つ
い
て
考
え
る
習
慣
や
食
に
関
す
る
知

識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
、
食
育
の
観
点
か
ら
も
重

要
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
地
元
で
と
れ
た
季
節
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
と
り
い
れ
、
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め

る
と
と
も
に
、
生
産
者
と
の
交
流
や
栄
養
教
諭
な
ど
に
よ

る
食
育
授
業
を
通
し
て
食
育
を
推
進
す
る
な
ど
、
学
校
給

食
を
「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

１
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を

届
け
た
い
！

「
学
校
給
食
」
×

「
地
産
地
消
」

子どもたちに届け！　

「学校給食」に
込めた思い
-「安全・安心」な給食をめざして、「地産地消」に取り組んでいます-

給食当番が配膳します。

学
校
給
食
に
お
け
る
「
地
産
地
消
」

※地産地消《「地域生産地域消費」「地
元生産地元消費」などの略》その地域
で作られた農産物などを、その地域で
消費すること。また、その考え方や運動。

調
理
現
場
か
ら

　

旬
の
地
場
野
菜
に
は
、
安
全
で
お
い
し

い
、
栄
養
た
っ
ぷ
り
、
環
境
に
優
し
い
な

ど
、た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
住
む
私
た
ち
と
同
じ
空
気
、
同
じ

土
壌
で
育
っ
て
い
る
か
ら
、
新
鮮
で
お
い

し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
市
で

は
、
野
菜
な
ど
の
食
材
は
、
市
内
の
生
産

農
家
で
生
産
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
積

極
的
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
野
菜
生
産
者

の
方
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
お
い
し
く
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
は
納

入
後
の
調
理
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、

大
き
さ
や
形
な
ど
に
も
ご
配
慮
い
た
だ
き

な
が
ら
、
新
鮮
な
食
材
を
納
入
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

生
産
農
家
か
ら

↑春日中学校の食育授業で、「生産者から
子どもたちに伝えたいこと」をテーマに話
す婦木さん。農業全般にわたる豊富な知識
と経験をもとに、生産者の思いや「命を
いただいていることの大切さ」を生徒に
わかりやすく伝えていただきました。

「子どもたちには、おいしくて体によい旬
のものを食べる習慣を身につけてほしい
ですね。また、毎日食べている給食には
どういう人たちが関わっているのか、食
べ物の後ろにあるたくさんの人の活動を
知ってほしいと思います。私たち生産者
が育てた野菜が、学校給食を通じて地域
の子どもたちの体をつくっています。そ
の子どもたちが、地域や学校でどんな活
動をしたりどんな活躍をしているのか、
生産者はとても関心を持ち、いつも応援
しています。給食に地元産の食材が使わ
れることで、地域みんなで子どもたちを
育てているのを私たちは実感しています」

丹波市学校給食用農産物生産者組織連絡協議会会長

婦
ふきかつのり

木克則さん（春日町野村）

生産農家から持ち込ま
れた野菜の株を落とし、
１枚ずつ虫・ごみなど
を除いて、流水でてい
ねいに3回洗います。

均一に火が通るように
しっかり混ぜます。

できあがった給食を入
れたコンテナを配送車
に積み込みます。

配送車で各幼小中学校
などへ届けます。

From生産者　

From調理員　

　

調
理
現
場
は
朝
か
ら
大
忙
し
。
給
食

を
配
送
す
る
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
、
調
理
員
た
ち
は
生
産
者
か
ら
届

け
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
地
場
野
菜
な
ど

を
洗
い
、
下
ご
し
ら
え
を
し
、
調
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ほ
う
れ
ん
草

や
小
松
菜
な
ど
の
葉
物
野
菜
は
、
葉
に

虫
や
卵
が
つ
い
て
い
な
い
か
、
１
枚
１

枚
、
裏
表
を
て
い
ね
い
に
確
か
め
な
が

ら
３
回
洗
い
ま
す
。
ま
た
、
じ
ゃ
が
い

も
は
皮
む
き
機
に
か
け
、
皮
が
む
け
な

か
っ
た
物
は
手
作
業
で
む
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
肉
や
魚
は
中
ま
で
火
が
通
っ
て

い
る
か
を
中
心
温
度
計
を
使
っ
て
測
定
。

そ
ん
な
作
業
も
、
す
べ
て
は
『
子
ど
も

た
ち
に
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
届
け

た
い
』と
の
思
い
か
ら
。調
理
現
場
で
は
、

調
理
員
た
ち
が
心
を
ひ
と
つ
に
、
安
全
・

安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
。

柏原・氷上学校給食センター
　　藤

ふじたにえつこ

谷悦子調理員

生
産
農
家
な
ど

で
食
材
を
生
産

食

材

の

納

入

調
理
（
下
処
理
・
調
理
）

給

食

の

配

送

給　
　
　
　

食
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昨年度の地場野菜の使用率は、
重量ベースで40.58％、品目

ベースで31.74％と、兵庫県の目
標値23％（品目ベース）を大きく
上回っています。市では、学校給
食の現場で地産地消を積極的に進
めていくため、「地場農産物使用率
40％」を目標に取り組んでいます。

生産者からの地場野菜の購入価
格の決定など、取り組みはま

だ始まったばかりですが、地場野
菜を通して子どもたちに生産者へ
の感謝の気持ちと勤労の尊重、自
然の恩恵への理解や生命の尊重、
伝統的な食文化への理解などを深
めてもらえるよう、地域・家庭・
学校と連携を取りながら、さらな
る取り組みを進めていきたいと考
えています。

5　　　　2010.2 たんば　　　　2010.2 たんば

生産者の方から直接野菜のお話しを聞きました

地産地消への思い
＊地域でとれた野菜を食べることで、 子ど

もたちに地域に愛着をもってほしい。

＊年中いろいろな野菜が手に入る今、 子

どもたちに野菜の旬を感じてほしい。

＊生産者の顔が見える野菜を食べること

で、 子どもたちにつくった人への感謝の気

持ちをもってほしい。

生産者の方から直接野菜のお話しを聞きました

栄養教諭による授業
での食に関する指導

　
「
食
育
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
食

べ
る
こ
と
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
市
内
の
幼
小
中
学
校

に
通
う
子
ど
も
た
ち
に
も
、
た
だ
給
食

を
「
食
べ
る
」
だ
け
で
な
く
、「
食
材
」

や
「
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
」、「
い
た

だ
き
ま
す
」
の
意
味
や
地
域
の
産
業
・

丹波市産の食材使用量と
その割合（平成20年度）

学校給食には
丹波市の米・
野菜がいっぱ
い！

学校給食には
丹波市の米・
野菜がいっぱ
い！

注）昨年1年間に学校給食で使用し
た米と使用頻度の高い野菜のうち、
上位15品目の使用割合を掲載してい
ます。

生産者の方から、葉のついたままのニンジ
ンを見せてもらいながら、野菜作りの苦

労や思いなどを直接お聞きしました。自分た
ちの食べている給食に地元野菜がたくさん使
われていることを知るだけでなく、「新鮮で安
全な野菜を給食で食べさせてもらっている」
という感謝の気持ちが表れ、地元野菜に興味・
関心が持てるようになったり、地元野菜や旬
の野菜のよさを知り、がんばって食べようと
いう意欲が持てるようになったりしました。

セ
ン
タ
ー
方
式
と
自
校
方
式

平
成
19
年
の
２
学
期
か
ら
柏
原
・
氷
上

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
、
氷

上
中
学
校
と
崇
広
・
新
井
幼
稚
園
で
も
給

食
が
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
内
の

全
幼
小
中
学
校
（
51
校
）
と
県
立
氷
上
特

別
支
援
学
校
（
１
校
）
で
給
食
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
（
共

同
調
理
場
）
方
式
と
自
校
方
式
で
、
毎
日

約
８
，
３
０
０
人
分
の
給
食
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。

学校給食センター
　柏原・氷上　　  3,500食
　青　　　垣　　    800食
　春　　　日　　1,400食
　市　　　島　　1,200食
山南地域（自校方式）1,400食

２
「
学
校
給
食
」
を
通
じ
て
、

学
び
、
感
じ
と
っ
て
ほ
し
い

食
文
化
に
関
心
を
持
た
せ
た
り
、
農
業

な
ど
に
従
事
す
る
方
々
に
対
す
る
感
謝

の
気
持
ち
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
、
学
校

給
食
に
積
極
的
に
地
場
野
菜
を
と
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
給
食
を
「
生
き
た
教

材
」
と
考
え
、
栄
養
教
諭
な
ど
に
よ
る

食
育
授
業
を
行
っ
た
り
、ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
野
菜
納
入
者
の
方
を
お

招
き
し
、
野
菜
づ
く
り
へ
の
思
い
や
苦

労
な
ど
を
話
し
て
も
ら
い
交
流
を
図
り

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
「
食
」
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
中
に
は
、「
い

つ
も
野
菜
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
い
る
○

○
さ
ん
っ
て
ど
ん
な
人
？
」
と
、
ふ
と

し
た
疑
問
か
ら
生
産
者
の
方
と
い
っ

し
ょ
に
給
食
を
食
べ
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。
給
食
は
、

食
へ
の
正
し
い
理
解
を
深
め
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
や
食
事
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
ぶ
だ

け
で
な
く
、子
ど
も
た
ち
の
食
育
（
学
び
）

の
場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
学
校
給
食
」
×

「
食
育
授
業
」

学校給食は「生きた教材」！学校給食は「生きた教材」！

～子どもの日記から～

献
立
の
作
成

　

献
立
は
地
域
ご
と
に
異
な
り
、
各
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
栄
養
教
諭
な
ど
が
、
野

菜
の
収
穫
時
期
や
栽
培
状
況
に
つ
い
て
生

産
者
の
方
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
地
場

野
菜
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
取
り
入
れ

た
献
立
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
大
根
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
冬
の

献
立
に
は
、
大
根
ご
飯
・
大
根
サ
ラ
ダ
・

大
根
と
豚
肉
の
煮
物
・
か
す
汁
・
冬
野
菜

カ
レ
ー
な
ど
大
根
を
使
っ
た
料
理
が
並
び

ま
す
。
春
に
は
た
け
の
こ
や
わ
け
ぎ
、
夏

に
は
ピ
ー
マ
ン
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
秋

に
は
丹
波
栗
や
さ
つ
ま
い
も
、
冬
に
は
白

～子どもの日記から～～子どもの日記から～

子
ど
も
た
ち
の 

声

季節ごとにと
れる野菜がわ
かりました。

　地元の野菜が多く
給食に使われているこ
とにびっくりしました。
とくに、カボチャは71
パーセント丹波市のも
のだと知り、すご
いと思いました。

しゅんの野菜
を食べるよう
にしたいです。

肉や魚の命をも
らって私たちが
育つことがよく
わかった。

野菜をつくってい
る人は、あせみずた
らして、私たちのた
めにつくってくだ
さっていること
がわかりました。

子
ど
も
た
ち
の 

声

　　　　　　　　　 米 88,548㎏
925㎏
6,182㎏
603㎏
6,096㎏
547㎏　
2,002㎏
960㎏
821㎏
13,778㎏
7,130㎏
5,074㎏ 
224㎏
238㎏
2,684㎏
174㎏

　　　　　100％
　　71％

　　　  　　　69％
　　　　  　　67％
　　　　 　　66％
　　　　　　61％
　　　　   　60％

　　　　 48％
　　　    46％
　　　    43％
　　  　 32％
　　  　 29％
　      　 21％
　      　 21％
           　 15％ 
            　   8％

かぼちゃ 
白 菜
白ねぎ
大根
なす
青ねぎ
さつまいも
ほうれん草
玉ねぎ 
じゃがいも
キャベツ
きゅうり
小松菜
にんじん
チンゲンサイ

菜
や
丹
波
氷
上
ね
ぎ
な
ど
、
四
季
を
通
し
て

た
く
さ
ん
の
地
場
野
菜
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
果
物
の
な
し
・
魚
の
あ
ま

ご
・
あ
ざ
み
菜
漬
け
・
し
し
肉
・
は
ち
み
つ

な
ど
、
野
菜
以
外
の
地
域
食
材
も
と
り
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
週
４

回
の
米
飯
給
食
は
丹
波
市
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
使
用
し
、
市
島
地
域
で
は
月
１
回
の
パ
ン

の
日
に
地
元
産
の
米
粉
で
つ
く
っ
た
米
粉
パ

ン
を
食
べ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
郷
土
食
や
行
事

食
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
食
文
化
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地場野菜の導入や食育授業などを通して、子
どもたちの心や行動にもさまざまな変化が表
れています。中には、近所でつくられた野菜
だとわかり、野菜嫌いだった子が残さず食べ
られるようになったという報告もあります。

丹波市の自然の恵みに感謝できる心を育む

～生産者への手紙より～

＊ぼくは、 きょうたまねぎやじゃ
がいも、 いろいろ教えてくれて
うれしかったです。 きょうのきゅ
うしょくには、 きゅうりやじゃがい
もが入っていました。 まいにち、
やさいをありがとうございます。
＊わたしは、 いつものこしてい
たけど、今日は全部たべられて、
うれしかったです。 いろいろなや
さいをどうやってうえるかわかっ
てよかったです。

ぼくのおじいちゃんの野菜は、 農薬を使わ
ないし、 たいひや油かすを肥料にして野
菜を作っています。 お父さんは、 キャベ
ツがおいしいと言って何枚も食べていまし
た。 それに、 ほかの人にあげても、 おい
しかったと言ってです。 ぼくも、 おじいちゃ
んの野菜はいっぱい食べます。

柏原・氷上学校給食センター
足
あだちちさと

立千里栄養教諭

「旬の野菜をとり入れながら、子どもたちの好きな
メニューとこちらが食べて欲しいメニューを、バラ
ンスよくミックスさせた献立を考えるようにしてい
ます。また、伝統料理や昔ながらのメニューなどはます。また、伝統料理や昔ながらのメニューなどは

家でもなかなか食べる機会が少
なく、子どもたちにとって初め
て出会う味も多いようです。学
校給食をいろんな味に出会う機
会にして、食べ慣れないもので
も食べてもらえるよう、献立を
工夫していきたいと思います」

作っ
てく
れる人の思いを大切に…

From生産者　
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竹田地区自治振興会（市島地域）

コミセンから新たな風を起こそう

平成20年度に、県
民交流広場事業

の採択を受け、コミュ
ニティセンターの改
修工事に着手すると
ともに、新たな活動
の取り組みとして「コ
ミセンから新たな風
を起こそう」をスロー
ガンに活動を始めました。

活動目標は、「地域住民の交流を深めて一体感を醸成
する」「老若男女が健康で明るく活動する地域づく

り」「ふるさと再発見による地域認識の共有化」です。

具体的には、小学生と老人会による菊づくり、ひとり
暮らしのお年寄りを招待しての食事会、しめ縄作り

教室、健康料理教室、マツタケ再生事業、竹田の歴史・
文化・風土の資料収集整備事業などに取り組んでいます。

これらの取り組みを通じ、地区住民一人ひとりが地域
への愛着と誇りを持つとともに、住み続けたいと思

える地域づくりをめざしています。

平
の採択を受け、コミュ

具
教室、健康料理教室、マツタケ再生事業、竹田の歴史・

地
域
づ
く
り

シ
リ
ーズ
⑤私たちが描く

未

来
の
竹
田
地
区

ニティセンターの改
修工事に着手すると
ともに、新たな活動
の取り組みとして「コ
ミセンから新たな風
を起こそう」をスロー
ガンに活動を始めました。

活動目標は、「地域住民の交流を深めて一体感を醸成
する」「老若男女が健康で明るく活動する地域づく

り」「ふるさと再発見による地域認識の共有化」です。

具体的には、小学生と老人会による菊づくり、ひとり

竹田地区自治振興会（市島地域）竹田地区自治振興会（市島地域）

コミセンから新たな風を起こそうコミセンから新たな風を起こそう
竹田地区自治振興会（市島地域）竹田地区自治振興会（市島地域）

コミセンから新たな風を起こそうコミセンから新たな風を起こそう

ニティセンターの改
修工事に着手すると
ともに、新たな活動
の取り組みとして「コ
ミセンから新たな風
を起こそう」をスロー
ガンに活動を始めました。

活
り」「ふるさと再発見による地域認識の共有化」です。

具

区区

ち
いきづくり

獣害防止網の設置作業

コミュニティ助成事業を活用して
備品を購入しました

遠阪自治協議会では、財団法人自治総合セ
ンターの平成21年度コミュニティ助成事

業を受けて、テレビ、パソコン、プロジェクター、
デジカメ、ビデオカメラ、プリンター、マイク、
ボイスレコーダー等、事務
用備品を購入されました。
問 心の合併室 ☎82‐2272

the story of a fossilized dinosaur 恐竜物語the story of a the story of a the story of a the story of a the story of a the story of a 

丹波市旧上久下村営上滝発電所記念館竣工式

地球温暖化対策として、市内の企業や事業所でも省
エネルギーや環境保全に対する取り組みが進んで

います。丹波市公害防止対策推進協議会（事務局：環境
政策課）では、１月25日、関西電力㈱阪神営業所から
講師を迎え、電力供給や地球温暖化問題などに関する講
義と電気自動車の試乗会を行いました。

走行中のCO２排出がまったくない電気自動車は、地
球環境にやさしい車として注目を浴びており、近

い将来、ハイブリッド車と並ぶエコカーの主流になると
期待されています。試乗会では、参加者のほとんどが電
気自動車が初めてとあって、環境性能や装備、充電方法
に多くの関心が寄せられていました。

マツタケ採れた！

丹波市

全　国

豊岡市

運輸部門　　　　　　　　産業部門　民生業務部門　民生家庭部門

出典：（全国）資源エネルギー庁平成17年度エネルギー需給実績（確報）概要
（豊岡市）豊岡市地域新エネルギービジョン（2007）

特に運輸部門でのエネルギー消費が高い丹波市では、維
持費・CO2排出量ともに優れた電気自動車導入に向けた
動きが期待されています。

静まり返った陣屋跡室内で、息をのむ戦いが繰り広げられました。
当日の主な成績は次のとおり（敬称略）。■百人一首個人戦の部 /
廣瀬結麻（竹田小４年）■百人一首源平戦の部/宮部由衣（竹田小
４年）■いろはかるたの部/長井弓華（崇広小３年）

エネルギー消費 部門構成比率の比較

48 ％　　　　　　　　　21 ％　　　18  ％　　13 ％

24 ％ 　　　　　　　44  ％　　　　　　　　19 ％ 　　13 ％

35 ％　　　　　　　 30％　　　　　　15 ％　　　 20 ％

真剣勝負！の子どもたち
柏原藩陣屋跡で子ども会かるた大会

１月30日（土）、丹波市子ども会育成協議会主
催の新春かるた大会が、国指定史跡の「柏原

藩陣屋跡」で開催されました。子どもたちが伝統
文化を通じて交流を深め、青少年の健全育成を図
ることを目的に毎年開催しており、今年で５回目。
いろはかるたの部、百人一首個人戦の部（上級者）、
源平戦の部（初心者）に分かれ、真剣なまなざし
で熱戦を繰り広げました。

地球にやさしい車　電気自動車に関心

とぴっくす
ま
・ち
・か・ど

開館時間：午前 10 時～午後 4時
休 館 日：月・火曜日（※行事・
イベントなどにより変更の場合あ
り）入 館 料：無料

竣工式テープカット

水力発電を再現した１階展示フロアー

村民の多大な苦労の末、大正 11 年に竣工した発電所
は、地域の生活を支える重要な施設として昭和 38

年まで稼働していました。

平成18年 8月恐竜化石の発見とともに、その歴史的・
文化的価値が注目され、国の登録有形文化財に登録

されたことから、未来へと継承していくために保存・改
修工事を行い、記念館として平成 22 年 2月 11 日に竣工
しました。

記念館は、当時のレンガ造りをそのままに、発電所と
して稼働していたころの様子を紹介する映像やパネ

ルを展示しています。また、農業用水を再利用した小型
マイクロ水力発電機を設置して、「歴史」「文化」「自然」「環
境」「観光」の新たな発信基地として利活用するとともに、
大正時代に村民が力を合わせ作りあげた「まちづくりの
原点」ともいえるこの文化遺産が、後世に伝え続ける役
割を担ってくれることを期待しています。
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平
成
20
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
の
制
度
。
昨
年
も
多
く
の

み
な
さ
ん
か
ら
丹
波
市
を
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
丹
波
市
出
身
の
方
を

は
じ
め
市
内
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
、

直
接
は
関
係
し
な
い
が
応
援
し
て
く
だ

さ
る
方
や
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
、
昨

年
１
年
間
で
76
件
、
約
６
７
０
万
円
の

寄
附
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ま
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
21
年
〝 

恐
竜
の
里
た
ん
ば 

〞

ふ
る
さ
と
寄
附
金

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
に

応
援
い
た
だ
き
ま
し
た

居住地別寄附者数（人）

丹波竜
166万円

地域医療
312万円

教育・文化
54万円

福祉
70万円

市政全般
27万円

その他37万円

寄附金の使途別内訳
※お名前は、公表をご承諾いただいた方のみ掲載しています。※ふるさと寄附金の状況は年１回公表します。

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
（
順
不
同
）

■
丹
波
竜
の
取
り
組
み
へ
（
27
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
１
６
６
万
３
千
円

市
居
恒
雄
様
（
神
戸
市
）
中
西
勝
久
様
（
京
都
府
）

伊
藤
格
様
（
宝
塚
市
）
西
野
良
茂
様
（
三
田
市
）

杜
倉
栄
洲
様
（
神
戸
市
）
谷
口
浩
章
様
（
神
奈
川
県
）

本
庄
純
夫
様
（
奈
良
県
）
久
保
良
雄
様
（
東
京
都
）

大
西
三
千
代
様
（
大
阪
府
）
稲
畑
勝
利
様
（
鳥
取

県
）
森
口
彰
様
（
愛
知
県
）
湯
澤
勝
信
様
（
東
京
都
）

上
田
廣
明
様
（
丹
波
市
）
田
中
庸
介
様
（
同
）
黒

田
力
様
（
同
）
稲
場
ち
さ
と
様
（
同
）
大
野
智
正

様
（
同
）
佐
々
木
昌
代
様
（
同
）　

■
地
域
医
療
へ
（
20
件
）　　
　

３
１
２
万
円 

足
立
和
孝
様
（
埼
玉
県
）
魚
住
隆
太
様
（
芦
屋
市
）

德
田
浩
樹
様
（
神
奈
川
県
）
平
坂
知
彦
様
（
宝
塚
市
）

畑
中
新
一
様
（
大
阪
府
）
永
井
道
宏
様
（
丹
波
市
）

大
谷
糸
江
様
（
同
）

■
教
育
・
文
化
へ
（
６
件
）
53
万
５
，
８
１
０
円

荻
野
琢
真
様
（
滋
賀
県
）
山
下
文
隆
様
（
大
阪
府
）

田
晴
通
様
（
伊
丹
市
）
ク
レ
ハ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
代
表
取
締
役 

伊
藤
明
様
（
丹
波
市
）
㈲

国
際
体
育
研
究
所
様
（
同
）

■
福
祉
へ
（
14
件
）　　

 

70
万
２
，
０
９
８
円

大
塚
雅
雄
様
（
愛
知
県
）
柳
川
瀬
正
児
様
（
神
戸

市
）
西
川
悟
様
（
東
京
都
）
藤
川
光
昭
様
（
大
阪
府
）

山
内
茂
弘
様
（
丹
波
市
）
堤
德
康
様
（
同
）
ひ
か

み
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
（
同
）
大
塚
久
喜
様
（
同
）

大
塚
浩
之
様
（
同
）

■
市
政
全
般
へ
（
６
件
）　　
　
　

26
万
５
千
円

吉
見
富
德
様
（
大
阪
府
）
上
月
章
次
様
（
宝
塚
市
）

小
森
章
裕
様
（
川
西
市
）

■
そ
の
他
（
３
件
）　　
　
　

 　

37
万
４
千
円 

丹
波
市
ゴ
ル
フ
協
会
会
長  

深
田
充
啓
様
（
丹
波
市
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
き
ら
ら  

井
上
久
美
子
様
（
同
）
岩

﨑
哲
男
様
（
同
）

平成21年の寄附金の状況　

76件  総額665万9,908円（団体・法人含む）
（参考 /平成20年　635万 7,500円）

丹
波
市
の
農
業
振
興

　

‐
農
協
と
強
い
連
携
‐

の
ご
意
見
を
も
と
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
と
消
防
指
令
車
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、

こ
の
丹
波
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
に
、
米
づ
く
り
を
通
し
て
将
来
の
丹
波
市

を
担
う
人
材
を
育
成
し
た
い
と
、
市
内
の
小

学
生
の
農
業
体
験
事
業
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
日
の
立
派
な
農
協
に
成
長
で
き

た
の
は
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
努
力
、
協

力
の
お
陰
と
、
農
協
ま
つ
り
で
の
感
謝
や
組

合
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
徹
し
て
い
く
と

の
熱
い
想
い
を
お
聞
き
し
、
心
か
ら
の
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
次
第
で
す
。

　

私
は
去
る
２
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
丹
波
ひ
か
み

農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長　

開か
い
だ田 

和か
ず

氏
と
、
２
時
間
に
わ
た
っ
て
「
こ
れ
か

ら
の
農
業
振
興
」
に
つ
い
て
懇
談
い
た
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
丹
波
ひ
か
み
は
合
併
20
周
年
を
迎
え

ら
れ
、
開
田
組
合
長
の
経
営
理
念
の
も
と
、

積
極
的
な
経
営
と
健
全
な
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
今
や
全
国
で
も
屈
指
の
組
合
の
地
位
を

確
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か

ら
は
今
ま
で
以
上
に
地
域
貢
献
に
努
め
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
も
、
力
強
く
提
言
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
安
心
を

届
け
た
い
と
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
み
な
さ
ん
か
ら

　

一
方
、
私
か
ら
は
、「
丹
波
市
農
業
農
村
振

興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
か
ら
も
ご
指
摘
い
た
だ
い
て
い
る

課
題
と
し
て
、
①
大
納
言
小
豆
や
丹
波
栗
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
「
夢
た
ん
ば
」
な
ど
、
農
作
物
の
丹

波
市
ブ
ラ
ン
ド
（
特
産
品
）
の
振
興
と
拡
充
。

②
担
い
手
の
育
成
と
集
落
営
農
の
組
織
強
化
。

③
放
棄
田
、
遊
休
地
の
解
消
と
有
効
活
用
。
④

地
産
地
消
と
学
校
給
食
へ
の
地
元
食
材
供
給
率

の
ア
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
四
大
課
題
の
解

決
に
向
け
て
農
商
工
が
連
携
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
市
と
農
協
と
商
工
会
が
ひ
と
つ
に
な
っ

た
協
議
会
の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
で
意
見
が

一
致
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
丹
波
市
ブ
ラ
ン
ド

に
つ
い
て
も
、
第
６
次
産
業
（
１
次
＝
生
産
、

２
次
＝
加
工
、
３
次
＝
販
売
を
総
合
的
に
考
え

た
も
の
）
の
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
組
合
長
か
ら
、「
政
権
交
代
で
新
た

な
施
策
（
戸
別
所
得
補
償
制
度
モ
デ
ル
対
策
事

業
）
が
発
表
さ
れ
た
が
、
米
の
作
付
け
準
備
を

前
に
、
組
合
員
の
方
々
に
正
確
な
情
報
を
早
急

に
伝
え
、
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
指
摘

を
受
け
、
市
と
農
協
が
一
体
と
な
っ
て
相
談
窓

口
を
設
け
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ト
ッ
プ
会
談
は
、
丹
波
市
の
農
業
振

興
に
と
っ
て
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。
今
後
ま
す
ま
す
強
い
連
携
を
図
り
、
展
望

の
も
て
る
丹
波
市
農
業
を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

　

小
さ
な
こ
ろ
か
ら
の
夢
だ
っ
た
「
お
医
者
さ
ん
に

な
る
こ
と
」
を
み
ご
と
実
現
し
、
４
月
か
ら
神
戸
大

学
医
学
部
附
属
病
院
で
産
婦
人
科
医
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
き
る
中
島
由
貴
さ
ん
（
27
歳
）。
柏
原

高
校
を
卒
業
後
、
川
崎
医
科
大
学
に
進
み
、
前
期
研

修
先
と
し
て
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
を
選
択
、

「
地
域
医
療
枠
」
で
地
元
で
の
研
修
を
希
望
し
、
１

月
末
ま
で
の
１
か
月
間
、
柏
原
病
院
と
青
垣
診
療
所

で
の
研
修
に
励
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

　
「
こ
の
１
か
月
間
、
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、

院
長
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
先
生
方
か
ら

ご
指
導
い
た
だ
き
、
と
て
も
ぜ
い
た
く
な
気
分
で
し

た
。
外
来
で
は
、
初
診
の
患
者
さ
ん
の
話
を
直
接
聞

く
こ
と
も
で
き
、と
て
も
よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

柏
原
病
院
は
本
当
に
す
ご
い
病
院
だ
と
思
い
ま
し
た

ね
。
青
垣
診
療
所
で
は
、
久
保
田
所
長
の
訪
問
診
療

に
同
行
し
た
り
、
診
察
な
ど
に
も
立
ち
会
い
ま
し

た
。
往
診
に
行
き
、
ベ
ッ
ド
の
患
者
さ
ん
に
寄
り
添

っ
て
話
を
聞
き
、
聴
診
器
を
あ
て
る
。
そ
れ
だ
け
な

の
に
、
患
者
さ
ん
の
表
情
が
と
て
も
よ
か
っ
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
専
門
的
な
医
療
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、『
人
』
や
『
家
族
』
に
ふ
れ
る
、
あ
あ
い
う
医

療
の
カ
タ
チ
も
必
要
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、

家
族
や
老
老
介
護
の
切
実
な
問
題
も
垣
間
見
る
こ
と

も
で
き
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
幼
い
こ
ろ
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

で
バ
リ
バ
リ
働

く
女
医
さ
ん
を

見
て
自
立
し
た

女
性
に
あ
こ
が

れ
、
医
療
番
組

を
見
る
た
び
い

つ
も
『
自
分
も

あ
あ
な
り
た
い
』

と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
伯
父
や
従
姉
な
ど
親
戚
に
医
師
が
い
た
こ
と

も
あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
決
し
て
遠
い
存
在
で
は
な

く
、
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

と
こ
れ
ま
で
を
ふ
り
返
り
ま
す
。

　

一
番
の
応
援
団
長
と
い
う
祖
母
。
愛
情
深
く
、
い

つ
も
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
尊
敬
す
る
母
。
温
か
い

家
族
、
親
戚
、
地
域
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

は
い
つ
も
心
の
中
に
持
ち
続
け
て
い
る
と
い
う
中
島

医
師
。「
進
路
で
悩
ん
だ
時
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

み
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
医
師
に
な
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
産
婦
人
科
医
と
し
て
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、『
こ

の
先
生
に
会
え
て
よ
か
っ
た
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
医
者
に
な
る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。
何
か
に

迷
っ
て
も
、
自
分
の
進
む
べ
き
道
は
前
に
し
か
な
い
。

よ
く
考
え
て
、
後
悔
し
な
い
よ
う
に
歩
ん
で
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
力
強
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「青垣はやっぱり好き。『ふる
さと』の歌を聞くたび青垣
を思い出し、帰ってきて緑
を見ると、あぁふるさとっ
ていいなぁって幸せに思い
ます。『働くならふるさとの
ために』という思いもあり
ますが、もっと勉強したい
という欲もあり、正直、今
はいろんな世界を見てみた
い。でも、いつか自分が医
者として大きくなったとき、
帰ってこれる状況であれば
戻ってきたい場所ですね」 研修期間中、自治会長会主催の研修会

で、AEDについて講演する中島医師。

「この先生に会えてよかった」
と言われるような医師になりたい
４月から神戸大学医学部附属病院で産婦人科医としてスタート

　　　　　　　　　　　   中
な か じ ま ゆ き

島由貴  さん（27歳 /青垣町佐治出身）

丹波市内
33

兵庫県20

大阪府6

京都府４

神奈川県２
東京都4

愛知県２

奈良・滋賀・鳥取・
埼玉県・その他
各１

ＪＡ丹波ひかみ組合長
とトップ会談
農業を取り巻く厳しい環境の
中、課題の解決に向け、丹波
市の農業振興について農協と
強い連携を図ることで意見が
一致しました。

［こちら市長執務室］
市長からのメッセージ
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軽自動車税Ｈ
Ｏ

Ｗ
 ＴＯ

ＯＯ

ＷＷ

[ 手続き場所 ]　税務課・地域振興課（春日庁舎内）・各支所 
[ 手続きに必要なもの ]
　廃車の場合   
　　①印鑑（所有者のもの）②ナンバープレート
　　③登録票
　名義変更の場合 
　　①印鑑（新・旧所有者のもの）　②登録票
　　③ナンバープレート（番号変更される場合のみ）
問 税務課市民税係　☎82‐1001（代）

　　　　　　　   

＊３輪・４輪の軽自動車 

　上記以外は
こちらの事務
所まで

軽自動車検査協会兵庫事務所
（神戸市西区玉津町居住67‐1）
☎ 078‐927‐3648
＊２輪の小型自動車、軽２輪
（125cc を超えるもの） 
神戸運輸監理部兵庫陸運部
（神戸市東灘区魚崎浜町34‐2）
☎ 050‐5540‐2066

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
、
市

内
で
軽
自
動
車
な
ど
（
原
動
機
付
自

転
車
・
軽
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
・

小
型
特
殊
自
動
車
）
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

５
月
が
納
期
で
す
が
、
年
の
途
中
で
廃

車
な
ど
さ
れ
て
も
払
い
戻
し
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
外
へ
の
転
出
や
死
亡
、
売
買
な

ど
で
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
必
要
書

類
を
確
認
の
上
、
３
月
上
旬
ま
で
に
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
や

名
義
変
更
は
お
早
め
に
！

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
平
成
22
年
度
軽
自
動
車
税
の
新
規
減

免
受
付
は
４
月
１
日
か
ら
５
月
24
日
ま
で

で
す
。
現
在
減
免
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

に
は
、
３
月
中
に
現
状
届
を
送
付
し
ま
す
。

減
免
の
届
出
内
容
に
変
更
が
な
い
場
合

は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
年
度
途
中
で
名
義
変
更
・

買
い
替
え
を
さ
れ
た
場
合
は
、
新
た
に
申

請
が
必
要
で
す
。

「廃車」「名義変更」

車検切れ間近ではありませんか？

車検を受けるには車検用の納税証明書が必要です

①窓口納付の場合 ⇒ 過去に未納がない方は、納付書につ
いている車検用納税証明書をご利用ください。
②口座振替の場合 ⇒ 市役所窓口で車検用納税証明書（無
料）を受け取ってください。
※納期日から約１週間程度は収納済みの確認ができない場合があ
りますので、振り替え済みの通帳を市役所窓口で提示してくださ
い。また、車検代行業者に取得を依頼される場合は、納税証明の
有効期限までに車検をお済ませください。

　納税証明書の有
効期限直後で車検が
切れる場合は、今年度
の車検用納税証明書が
有効なうちに受
検しましょう

平成21年度の
「車検用納税証明書」の有効期限は
平成22年５月 30日です

問税務課市民税係 ☎８２‐２００３

※廃車日・名義変更日は、陸運局などでの手続
きが完了した日です。手続代行業者などを利用
される場合は、依頼日から手続完了までに数日
かかりますのでご注意ください。

税金はかかる？かからない？

廃車・名義変更・減免の
手続きと納税証明書

市役所で手続き
できるもの

  手続き完了日 ３/30 ３/31 ４/1 ４/2 ４/3 ４/4
４/1以前に廃車

4/2 以降に廃車

4/2 か ら 所 有
4/1 に Ａ か ら
Ｂ に 名 義 変 更

4/1 廃 車手続
き完了ならか
かりません！×

×

Ａ B➡ Ｂにかかる

４/1

×××

➡➡➡➡➡

×××××××××

➡➡➡➡➡➡➡➡➡➡

課税日

か か る

かからない

かからない

下
水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

下
水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

下
水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

区　　　分 使用水量 現行使用料
暫定使用料
平成22年4月
使用分～

統一使用料
平成23年4月
使用分～

柏　　原

基 本 料 金　 0～10㎥ 1,528円 2,184円 2,835円

　超過料金① 11～60㎥ 153円 138円 126円

　超過料金② 61㎥～ 173円 189円 189円

氷上中央

基 本 料 金　 0～10㎥ 1,575円 2,205円 2,835円

　超過料金① 11～60㎥ 157円 138円 126円

　超過料金② 61㎥～ 189円 189円 189円

氷　　上

基 本 料 金　 0～10㎥ 2,625円 2,730円 2,835円

　超過料金① 11～60㎥ 157円 138円 126円

　超過料金② 61㎥～ 189円 189円 189円

春　　日
山　　南
市　　島

基 本 料 金　 0～10㎥ 2,940円 2,877円 2,835円

　超過料金① 11～60㎥ 147円 138円 126円

　超過料金② 61㎥～ 189円 189円 189円

■ 使用水の区分と認定水量（㎥）
①井戸水などのみの場合

１世帯当たりの人員（人） １ ２ ３ ４ ５

認 定 水 量（ ㎥ ） 10 16 22 28 34

※６人以上については、１人増すごとに３㎥を加算。
※１世帯当たりの人員は、原則として住民基本台帳に記載
された人数で算出します。

②水道水および井戸水などを併用した場合
「井戸水などのみとして算出した水量」または「水道水の使
用量」のいずれか多い方の水量。
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水
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外
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井
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問  

下
水
道
課  

☎
74
‐
０
２
２
４

軽自動車税の納税は
便利で安心な口座振替が
おすすめです！

お取引先の金融機関で手続き
をお願いします。

原動機付自転車
（125cc 以下）

■ 地域別使用水量と使用料

小型特殊自動車
農耕作業用・

その他特殊作業用

小型特殊自動車

効期限直後で車検が
切れる場合は、今年度
の車検用納税証明書が
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表示のものは、市ホームページ（http://www.city.tamba.hyogo.jp/）にも情報を掲載しています。ＨＰ

3月
MARCH（弥生）

＊対象　
幼＝幼稚園　小＝小学生　
低＝低学年　中＝中学年 問 社会教育課 ☎７０‐０８１８

問 図書館事務局 ☎８２‐７１００

BOOKS
問 図書館事務局 ☎８２‐７１００

BOOKS
み
んな
で図書館に出かけよう

ウ
オ
ッ

チ
ング
　子育て

2010.2 たんば　　　　122010.2 たんば　　　　

　＊おすすめ図書＊
　＊ベストリーダー情報＊（１０月１日～３１日） ＊一般書「人生のいちばん美しい場所で」

立松和平 / 著　東京書籍（2009.6)

 [ 児童書 ]
順位　本の名前　　　    作     者

１　１Ｑ８４　　　　村上春樹

２　新参者                        東野圭吾

３　更衣の鷹　　　　佐伯泰英

４　花散らしの雨　　高田　郁

５　しがみつかない生き方    香山リカ

 [ 一 般 書 ]
順位　本の名前　　　    作     者

１　流星の絆　　　　東野圭吾

２　木練柿　　　　  あさのあつこ

２　巡査の休日　　　佐々木譲

２　同期　　　　　　今野　敏

５　殺気！　　　　　雫井脩介

[ 児 童 書 ]
順位　本の名前　　　    作     者

１　ぐりとぐらのおきゃくさま　　　中川李枝子

２　おおきなかぶ　　 内田莉莎子

３　かいじゅうたちのいるところ    モーリス・センダック

４　バムとケロのさむいあさ   島田ゆか

５　でこちゃん　　　 つちだのぶこ

順位　本の名前　　　    作     者

１　獣の奏者　　　 　上橋菜穂子

２　あがりめさがりめ　ましませつこ

２　お手玉　　　　　 大西伝一郎

２　からすのパンやさん    かこさとし

２　国際理解にやくだつ世界の遊び１   ポプラ社

　＊予約ランキングベスト５＊（１月末現在）

お正月を楽しもう！

　＊ベストリーダー情報＊（１月末現在）

妻の突然のアルツハイマー病発症。
妻が行きたいと言い出した場所は、
彼女のかつての恋人が死んだ場所
だった。そこに待っているものと
は？病んだ妻の心に直面し、ともに
生きることであらためて現代に愛す
ることの意味を問う。

＊児童書「こぐまのくまくん」

　＊柏原子育て学習センター＊

 [ 一 般 書 ]

「♪もういくつねると～お正月　お正月にはたこあ
げて～こまをまわしてあそびましょう♪」歌を

口ずさみながらお正月を楽しみに待ち、お正月には凧あ
げや羽根つき、こままわしをして家族で楽しんだ日々。
昔、こうしてお正月を過ごした子どもたちも、今はおじ
いちゃん、おばあちゃん世代。現在、子どもたちがお正
月に凧あげやこままわしをして遊んでいる姿は、あまり
見なくなりました。日本古来の伝承遊びは、子どもたち
にどれだけ伝えられているのでしょうか。

“日本の伝統文化を親子で楽しみながら学ぼう！” を
テーマに、第13回すくすく広場「わくわく　ぱ

くぱく　お正月～お正月あそびを楽しもう～」を、丹波
の森公苑で里山倶楽部のみなさんと一緒に実施しまし
た。杵と臼を使って親子で餅つき体験。子ども用の小さ
な杵も用意してもらい、2歳の子どもから小学生まで、
声をかけながらお餅をつき、みんな大喜びです。予想以
上に、お父さんお母さんたちがはりきって杵を振り上げ
「ぺったんぺったん」と力強くお餅をついている姿に感
激しました。

お餅つきの後は親子で凧をつくり、広い芝生広
場で凧あげをしました。親子で思い切り遊び、

つきたてのお餅と野菜たっぷりの鹿汁をいただき、
大人も子どももお腹いっぱい！お正月の伝統文化
を満喫しました。「やっぱりつきたてのお餅はおい
しい！いい体験ができました！」と参加者みんな
大満足です。

里山倶楽部のみなさんや地域のボランティアの
方々と一緒に素晴らしい体験ができ、家族や

地域とのきずなを深めることができました。この
体験からうまれた感動を、これからももっと多く
の親子に味わってほしいと願っています。

×印は図書館休館日

日 月 火 水 木 金 土    

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

　 ×
　 ×××××××
× ×××××××
　 　 ×
　 ×

＊子育てひろば＊

＊おはなし会＊

＊会場　各図書館　

♪柏原子育て学習センター　☎ 72‐4747　
６（土）おはなし会 10 ：30

9( 火 ) ～ 12( 金 ) グループお楽しみ会 10 ：30
♪氷上子育て学習センター　☎ 82‐1001　
４（木）キッズ大国おひなまつり会 10 ：00
16（火）おしゃべりひろば 10 ：00 しろやま児童館
25（木）食育講座 10 ：00
♪青垣子育て学習センター　☎ 87‐1919　
３（水）ひなまつり 10 ：30
11（木）閉校式 10 ：00
♪春日子育て学習センター　☎ 74‐3040
６（土）子育てふれあい広場お楽しみ会10 ：30 春日公民館
13（土）子育て相談会 13 ：30
♪山南子育て学習センター　☎ 77‐3160
11（木）親子ふれあい教室 たのしかった会10 ：00やまなみホール
25（木）ひよこクラス おおきくなったねひよこ達10 ：00住民センター
♪市島子育て学習センター　☎ 85‐3030
12（金）わかば教室 閉校式 10 ：00ライフピアいちじま

♪ 中央 ☎８２‐７１００
 ６日（土）10 ：30 幼児
27 日（土）10 ：30 幼児
30 日（火）11 ：00 小
♪ 青垣 ☎８７‐１１１１
 ６日（土）11 ：00幼児～小低

♪ 山南 ☎７７‐０３１０
 ５日（金）10 ：30幼児～小中
13 日（土）10 ：30幼児～小中
27 日（土）10 ：30幼児～小中
♪ 市島 ☎８５‐３０３０
27 日（土）10 ：30 小
♪ 柏原 ☎７２‐２５５２
27 日（土）10 ：30 幼児
♪ 春日 ☎７４‐０２２５
27 日（土）10 ：30幼児～小低

親子で凧づくり！

Ｅ・Ｈミナリック/ぶん　モーリス・センダック/え
まつおかきょうこ/やく　福音館書店（1972)
おかあさんに寒いので着るものがほしい
とお願いをして、ぼうし・オーバー・ズ
ボンを次々と作ってもらい外にでました
が、戻ってきて、まだ寒いので「けがわ
のマント」がほしいとお願いしますが、
おかあさんは…。こぐまのくまくんの「は
じめてよむどうわ」シリーズは、全５巻
です。(やさしいおはなし４歳くらいから )

＊児 童 館＊

　市内の全図書館は、下記の間、図書館システム更
新作業のため、 臨時休館いたします。 期間中は、 館
内での閲覧、 図書の貸出、 予約ができませんが、 返
却のみ受け付けます。
　また、 ゆめわあく柏原につきましても、 貸出はで
きませんが、 返却資料のみ窓口で受け付けます。

休館期間：平成22年 3月 8日（月）～3月20日（土）

図書館臨時休館のお知らせ

はりきって力強くお餅つき！

たんば学びのルネッサンス事業

最初の “こつき” が難しい…

♪こうがやま児童館　☎ 82‐8620
 ６日（土）音楽であそぼう 13 ：00 小１～３年
12 日（金）トトロくらぶ・親子であそぼう合同ひなまつり10 ：00 乳幼児
13 日（土）絵画教室  9 ：30 小１～４年
♪しろやま児童館　☎ 82‐0843　
13 日（土）英語であそぼう 9 ：00 小
16 日（火）おしゃべり広場 10 ：00 乳幼児
20 日（土）作ってあそぼう 9 ：30 小１～ 3年

Ｅ・Ｈミナリック/ぶん　モーリス・センダック
まつおかきょうこ/やく
おかあさんに寒いので着るものがほしい
とお願いをして、ぼうし・オーバー・ズ
ボンを次々と作ってもらい外にでました
が、戻ってきて、まだ寒いので「けがわ
のマント」がほしいとお願いしますが、
おかあさんは…。こぐまのくまくんの「は
じめてよむどうわ」シリーズは、全５巻

「こぐまのくまくん」

３
月

問 図書館事務局 ☎８２‐７１００

市立図書館古典文学講座のご案内

第２回　「源氏物語の世界」Ⅱ　　　　　　　　
と　き/３月13日（土）午後１時30分～
ところ/中央公民館 (旧氷上公民館 )実習室
～千年前に書かれたにもかかわらず、現代人の心をうつ
源氏物語～原文を読みながら、物語の内容や人物像など
について語っていただきます。
■共通事項　定員/ 50人　参加費/無料
■申込方法/中央図書館事務局までお申し込みください。 
☎ 82‐7100　FAX 82‐7200

※会場表示がないものは子育て学習センターで開催。

 美術館通信

特別展 -円山応挙絵画の流れ -

長沢芦
ろしゅう

洲と芦
ろ げ つ

月の絵画
当館職員による解説講座
『長沢芦洲と芦月について』を開催しました

2月 21日まで開催中の「長
ながさわろしゅう

沢芦洲と芦
ろげつ

月の絵画」展の解説
講座を開催しました。芦洲と芦月の生い立ちや円

まるやまおうきょ

山応挙や
長沢芦雪との関係などを、系譜や資料をもとに当館職員が
説明しました。また、2人の画風展開や画法の違いなどにつ
いてのスライドでの解説や、各展示室で列品解説なども行
いました。参加者は、2人の作品をじっくりと鑑賞し、芦洲
と芦月の人物像を想像しながら熱心に耳を傾けていました。

 　市立植野記念美術館　☎ 82-5945
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　3月の相談3月の相談
ねんきん

年 金 広 場

　3月8日は国際女性デーです。1910年にドイ
ツの社会主義者クララ・ツェトキンが、国際会
議において「女性の政治的自由と平等のために
戦う記念日を設けること」を提唱して世界中に
広めていきました。その後、二つの大戦等で一
時中止していましたが、1975年の国連「国際婦
人年」を契機に世界各地で広く祝われるように
なりました。国連のアナン事務総長（当時）は「労
働の世界においても、医療へのアクセスにおい
ても、社会サービスと社会的セーフティネット
の提供においても、平和建設と復興においても、
さらに、最も重要なこととして家庭においても、
女性が依然として被っている差別と不利な扱い
をなくすること」を求めています。
　日本では、1945年以降、男女共同参画社会の
定着を目指したさまざまな取り組みが行われてい
ます。事務総長のメッセージにもあるように、家
庭や職場など、私たちの身近な問題として、女性
の人権を今一度見直してみてはどうでしょう。

じ ん け
ん の
と び ら

「
国
際
女
性
デ
ー
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

人権啓発コーナー

＊行政相談
　８日（月）市役所第1相談室
１１日（木）青垣住民センター
１６日（火）七日市会館
１７日（水）柏原公民館
１８日（木）市島住民センター
１９日（金）山南住民センター
〔時間〕午後１時30分～４時　
問 総務課  ☎ 82‐1002 

＊人権相談
○特設人権相談所　
　２日（火）柏原人権啓発センター
　４日（木）中央公民館
　９日（火）山南住民センター
１１日（木）青垣住民センター
１６日（火）七日市会館
１８日（木）市島住民センター
〔相談時間〕午後１時30分～４時
○常駐相談所（神戸地方法務局柏原支局）
毎週水曜日（３月３日を除く）午前９時～
午後４時
○女性の人権ホットライン　
　☎０５７０‐０７０‐８１０　
○子どもの人権１１０番　　０１２０‐００７-１１０
問 柏原人権擁護委員協議会 ☎ 72‐0176
問 人権啓発センター ☎ 82‐0242

＊消費生活相談　
土日祝日を除く午前８時 30 分～午後５時
15分 ☎ 82‐1532（生活安全課）
＊丹波生活科学センター
火～日（月曜が祝日の場合は火曜休み）午
前９時～午後５時 15分。来所相談は土日は
要予約。電話相談は、土日は県の週末相談
　   0120‐511‐103 へ。
問 丹波の森公苑（柏原町柏原5600）
　☎ 72‐0999

＊多重債務無料相談会
毎月第３日曜日 午後１時～４時　柏原公民館
 問 司法書士会柏原支部 ☎ 82‐7174
祝日を除く月~金曜日の午前９時~午後５時
問 神戸財務事務所  ☎ 078‐391‐6948

＊無料登記法律相談会
土地家屋調査士による土地建物の表示登記
に関する相談および司法書士による権利登
記、商業法人登記、各種裁判手続きなどに
関する相談。３月 18日（木）午前 9時～正
午　柏原公民館（予約不要）［共催］県司法
書士会柏原支部・県土地家屋調査士会但馬
支部　問 田中事務所  ☎ 87‐1600

＊市民生活の安全・安心確保のた
めの指導相談（電話・面談）　
交通事故防止・防犯・生活安全・消費者保
護の相談など。月・火・木・金曜日の午前
８時30分～午後５時15分　
問 生活安全課  ☎ 82‐1532

ＨＰ

ＨＰ

シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う 

⑪

＊丹波市体育協会だより＊
丹波市ソフトテニス協会

問 市体育協会事務局（社会教育課内）
　 ☎７０‐０８１８

〜
丹
波
の
在
地
代
官
〜

圧巻は、100チーム参加
の「市民スポーツ大会」

徳
川
将
軍
直
属
の
家
臣
団
は
、
将
軍
に

御お
め
み
え

目
見
で
き
る
「
旗は

た
も
と本
」
と
、
で
き
な
い

「
御ご

け
に
ん

家
人
」
と
に
分
か
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
旗
本

に
は
、
知ち

ぎ
ょ
う
じ
ょ

行
所
と
い
わ
れ
る
所
領
が
与
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
知
行
所
は
、
数
か
所
に
分
散

し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
一
人
の
旗
本
が
全
知

行
所
を
く
ま
な
く
支
配
し
て
い
く
こ
と
は
困
難

で
し
た
。
そ
こ
で
、
一
八
世
紀
（
一
七
〇
一
〜

一
八
〇
〇
）
半
ば
以
降
、
庄し

ょ
う
や屋
（
村
役
人
の
一

つ
）
を
代だ

い
か
ん官
と
し
て
取
り
立
て
、
旗
本
知
行
所
の

支
配
を
行
わ
せ
る
シ
ス
テ
ム
が
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
成
立
し
た
代
官
の
こ
と
を

在ざ
い
ち
だ
い
か
ん

地
代
官
と
い
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
丹
波
市
域
に
も
在
地
代
官
が

存
在
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、

上う
え
や
ま山

家
は
、
丹
波
国
氷
上
郡
大お

お
に
や

新
屋
村
（
現

丹
波
市
柏
原
町
大
新
屋
）・
鴨か

も
の野

村
（
現
丹
波

市
柏
原
町
鴨
野
）・
稲い

な
つ
ぎ継

村
（
現
丹
波
市
氷
上

町
稲
継
）
に
置
か
れ
た
旗
本
知
行
所
で
在
地

代
官
を
務
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
知
行
所
の

領り
ょ
う
し
ゅ
主
に
あ
た
る
旗
本
佐
野
家
は
、
右
の
三
か

村
の
他
に
、
下し

も
つ
け野
・
常ひ

た
ち陸
・
下し

も
う
さ総
・
相さ

が
み模
の

国
々
に
も
知
行
所
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
総

石こ
く
だ
か高
は
最
高
時
で
三
千
五
百
石
を
数
え
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
所
領
は
散
在
し
て
い
ま
し

た
が
、
上
山
家
の
六
代
目
当
主
成
績
は
安あ

ん
せ
い政

期
（
一
八
五
四
〜
六
〇
）
に
全
知
行
所
の
総

支
配
役
を
任
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
成
績
の

財
政
再
建
計
画
が
認
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
、

彼
の
在
地
代
官
と
し
て
の
有
能
ぶ
り
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
学
生

研
究
支
援
員
　
　
前
田
結
城

昭和30年代に「氷上郡庭球協会」と
して結成され、今年でおおよそ 50

周年を迎えました。ローン（硬式）テ
ニスに対し軟式テニスは、日本発祥の
スポーツとして今に至っています（現
在の名称はソフトテニス）。

ローン（硬式）テニスに比べ、華や
かさには欠けますが、無理せずで

き、頭も使い、老若男女愛好家も多い
のが特長。当協会では、マイペースで
心身ともに楽しめることをモットーと
していますので、一緒に参加いただけ
る方をお待ちしています。

また、小学生以下のお子さんの場合
は、室内でスポンジボールを使っ

て行うクォーターテニスもおすすめで
すよ！当協会では、毎年７月ごろ「ジュ
ニアソフトテニス教室」を開催してい
ますので、ぜひご参加ください。

圧巻は、10 月の市民スポーツ大会で
す。毎年 100 チームほどの参加で

盛り上がります。また、中学生の県下
強豪が参戦する「丹波竜中学校ソフト
テニス大会」も熱戦を展開します。み
なさんの観戦と応援をお願いします。

年金のお問い合わせは専用ダイヤルへ

1年金の請求など年金給付に関する照会や源泉徴収票の再発行
　ねんきんダイヤル　☎0570‐05‐1165
　（IP電話・PHSからは　☎03‐6700‐1165）
　[受付時間 ]　月～金　午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　※ただし月曜日は午後7時まで
　　　　　　　第2土曜日　午前9時30分～午後4時
2ねんきん定期便 (特別便 )に関する照会
　☎0570‐058‐555
　（IP電話・PHSからは　☎03‐6700‐1144）
　[受付時間 ]　月～金　午前9時～午後8時
　　　　　　　第2土曜日　午前9時～午後5時
3国民年金の資格、保険料等に関する照会
　 日本年金機構 西宮年金事務所 ☎0798‐33‐2941( ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ )
4国民年金保険料控除証明書に関する照会
　☎0570‐070‐117　( IP電話・PHSからは ☎03‐6700‐1130)
　[受付期間 ]　3月13日まで
　[受付時間 ]　月～金　午前８時30分～午後5時15分
※お問い合わせの際は、必ず年金証書や年金手帳など基礎年金
番号の分かるものをお手元にご用意ください。

西宮年金事務所による　出張年金相談
[ と　き ]　3月19日（金）　［受付時間］午前9時～正午
[ところ ]　氷上保健センター
※年金証書、年金手帳など基礎年金番号の分かるものをお持ち
ください。
※代理人が相談を受けられる場合は、委任状が必要です。

上山家文書が保管されていた木箱

現
在
、
柏
原
歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て

上
山
家
文
書
の
整
理
・
調
査
を
進
め
て

い
ま
す
。

従
来
か
ら
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
村
々

の
史
料
と
、
上
山
家
文
書
の
よ
う
な
領

主
支
配
の
様
相
が
わ
か
る
史
料
と
が
、
と
も

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
立
体

的
な
江
戸
時
代
の
丹
波
が
描
け
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
調
査
の
成
果
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

消費生活ニュース

「足が痛い」などの悩みを打ち明けると、訪問販売で20万円以上する温熱治療
器をすすめられ購入した。「クーリング・オフしたいが業者の名前もわからず、
契約書ももらっていない」など、高齢者が被害にあうケースが日中に多く発生
しています。
高齢者が1人のところを狙って訪問し、高額な契約を迫る悪質な事案も多く発
生しています。高齢者の消費者被害を防ぐには、日ごろから地域での目配りや
声かけが重要です。家庭では、お金に困っているなどなにか変化があれば、そ
れとなく聞き出しましょう。不審な契約や高額商品の購入などで被害にあった
場合は、消費生活センターへ相談してください。

ケース

アドバイス
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高齢者被害を地域で防止しましょう
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まち・なび♪　イベント情報

青垣いきものふれあいの里

  ☎  ８８‐０８８８　
FAX ８８‐０８８７

各教室は事前にお申し込みください。 ☎   ８０‐５１００
FAX ８０‐５１０１

☆第12回丹波布新人創作展
長期伝習生の第６期生による卒業
創作展です。２年間の集大成をご
覧いただきます。着尺、帯などの
反物から小物まで多数展示。3月
13日（土）～22日（月・祝日）
午前10時～午後5時 (3月 16日
は休館日 )

丹波布伝承館

表示のものは、市ホームページ（http://www.city.tamba.hyogo.jp/）にも情報を掲載しています。ＨＰ

各教室は事前にお申し込みください。

体験教室・イベント体験教室・イベント

各教室・講座は、事前に
お申し込みください。

☆つる性植物作品展
みなさんから出展いただいたつ
る性植物の工芸品を展示してい
ます。3月22日（月・祝日）ま
で　※月曜休館：月曜日が祭日
の場合は翌日休館
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子育て講演会

たのしいおはなしと、子どもたちは “KID’ Sいわき・ぱふ” の
おもちゃ体験でいっぱい遊べます。親子でご参加ください。

　　と　き　３月 20 日（土）
　　　　　　 午前１０時～正午
　　ところ　春日文化ホール　参加費　無料

演　題　「親子のきずなを深める子育てのコツ」
　　　　～小さいトラブル　おおきな成長～
講　師　（有）KID’ Sいわき･ぱふ
　　　　　 代表　岩　城　敏　之　さん

1987年、絵本とヨーロッパの玩具の店「ぱ
ふ」を開業。日本おもちゃ会議会員、日本
こどもの発達研究所講師など要職を兼務す
る傍ら、子どもの遊びの環境や玩具・絵本
について、幼稚園などの教職員研修、保護
者たちへの講演会講師として活躍中。
問社会教育課 ☎ 70‐0818

子育て支援講演会

子どもたちや家庭、地域を取り巻
く環境は大きく変化しています。
子どもたちが何を考え、何を求め
ているか、どのように接していけ
ば良いのかなどわかりやすくお話
いただきます。お誘いあわせの上
ご参加ください。
■と き /３月 27日（土）午後１
時30分～　■ところ /柏原公民
館　■対象 /放課後子ども教室指
導者、アフタースクール指導者、
子ども会役員、子育てサポーター、
青少年健全育成推進員など　■演
題/ 仮「地域で遊ぶこと、育つこと」
■講 師 /兵庫教育大学教授　荒木
　勉さん　
問中央公民館事務局 ☎ 82‐0409
　Fax 82‐4370

くいしん坊！万才
７代目レポーター
村野武範さん講演会

ＴＡＭＢＡシニアカレッジ公
開講座として、村野武範さん
をお招きし講演会を開催しま

す。お誘いあわせの上、ぜひご来場ください。
■とき/ 3月 21日（日）午後1時30分～　■と
ころ/春日文化ホール　■演題/「すばらしい第
２の人生を送るために」■対象/おおむね60歳
以上の方　申込不要／参加無料）
問中央公民館事務局　☎ 82‐0409

「ぽかぽか交流会」にきませんか？

会員とその家族はもちろん、ファミリーサポート
事業に興味関心のある方、ご参加お待ちしていま
す。■とき/ 3月 13日（土）午前10時～11時30
分■ところ /木の根センター　■内容 /子育てト
ーク会、ぽかぽか体操（講師　坂上美奈子さん）、
子育てグッズリサイクル　■参加費 /無料　■申
込締切/３月11日（木）
■お茶をお持ちください。動きやすい服装でお越
しください。■子育てグッズリサイクルに無料で
提供していただける方を大募集！詳しくは下記ま
でお問い合わせください。
問問申丹波市ファミリーサポートセンター☎ 70‐
2244

全国高等学校女子硬式野球選抜大会

３月27日（土）～31日（水）、スポーツピアい
ちじまで、第11回全国高等学校女子硬式野球選
抜大会が開催されます。ぜひご観戦ください（入
場料無料）。■日程/①３月27日（土）午前９時
～開会式　午前10時～試合開始　②３月28日
（日）～30日（火）は毎日午前10時～試合開始
③３月31日（水）午前10時～決勝戦　終了後閉
会式　■ところ/スポーツピアいちじま　
問中央公民館事務局☎ 82‐0409

☆森の小さな観察会
～早春の芽吹きを探そう～
身近な植物を観察します。3月 7
日（日）午後1時～4時　青垣い
きものふれあいの里周辺　参加費
/無料　持ち物 /筆記用具、歩き
やすい服装、お茶、雨具

☆いきもの講座
～野生動物とくらし～
県立森林動物研究センターから講
師をお迎えし、野生動物について
お話いただきます。3月14日（日）
午後1時30分～3時30分　青垣
いきものふれあいの里セミナール
ーム　参加費/無料

兵庫芸術文化センター管弦楽団特別演奏会

ＰＡＣ子どものためのオーケストラ・
コンサート
■とき/３月20日（土）
午後１時15分開場　午後２時開演（約70分）
■ところ/丹波の森公苑ホール
■出演/指揮　岩村　力
演奏　兵庫芸術文化センター管弦楽団
■入場料/500円（全席自由席　３歳以上入場可）
※ＰＡＣは、「兵庫芸術文化センター管弦楽団」のニック
ネームで、西宮市の兵庫県立芸術文化センター専属のオ
ーケストラです。
問丹波の森公苑文化振興部 ☎ 72‐5170

風さわやかな田園風景の中、あなたもいっしょに走っ
てみませんか？10㎞、５㎞、３㎞、ジョギング（３㎞）
の部からお好きなコースを選べます。■とき/５月９日
（日）雨天決行　■受付/午前7時30分～　開会式/午
前9時～
■ところ /三ッ塚史跡公園周辺　■参加料/一般3,000
円　中学生以下1,000円　ジョギング500円
問 大会事務局（中央公民館内）☎82‐0409　
Fax82‐4370

参加者募集！

ジョギングの部は、大会当日に会場内で申し込みを受
け付けます。ご家族おそろいでご参加ください。
■とき/ 3月 14日（日）（雨天決行）
受付　午前8時30分　開会　 午前9時　
■ところ/県立氷上高等学校グラウンド
■参加費/無料　
※小学3年生以下は保護者同伴でお申し込みください。
※その他の部の申し込みは締め切っています。　※大
会会場へは直接車での乗り入れができません。大会駐
車場の春日庁舎横パナソニック電工施設照明㈱駐車場
からシャトルバスをご利用ください。
問 大会事務局（春日公民館内）☎ 74‐0225　
Fax74‐2855

第34回丹波市春日局の里健康マラソン大会

ジョギングの部に参加しませんか？

第23回丹波市・三ッ塚
マラソン大会参加者募集
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健康・栄養相談のご案内
［相談時間］午前 9時 30分～ 11時
　２日（火）柏原支所
　４日（木）山南住民センター
　９日（火）氷上保健センター
１８日（木）春日公民館小会議室
１９日（金）青垣住民センター
２６日（金）市島住民センター
※予約優先 /予約は健康課へ
問 健康課（氷上保健センター内） 
☎ 82‐4567

３月の健康相談

4567

　事前に、各支所保健
師に相談日や内容などを
ご連絡いただくと、より
スムーズに相談に応じる
ことができます。

保健師・栄養士による

健康生活 a healthful life 問 健康課（氷上保健センター内）　☎82‐4567

2010.2 たんば　　　　182010.2 たんば　　　　

（平日夜間）丹波市午後８時～ 10 時応急診療室（柏原日赤）
　※平日昼間はかかりつけ医で受診してください

（休日昼間）
休日診療

月 火 水 木 金 土 日

1上田明徳
（外　科）

2芦田乃介
（内　科）

3森　幸三
（内　科）

4柏原日赤
（内　科）

5岩崎良一
（外　科） 6 7 上田明徳（外　科）

8田中　潔
（内　科）

9長澤　進
（内　科）

10 中川泰洋
（内　科）

11柏原日赤
（内　科）

12田中庸生
（外　科）

13 14 中川泰洋（内　科）

15 松本好弘
（小児科）

16久保田孝則
（内　科）

17宮崎直之
（外　科）

18柏原日赤
（内　科）

19船坂眞里
（外　科）

20 21 柏原日赤（内　科）

22休日診療所へ 23中澤　敏
（内　科）

24和久晋三
（内　科）

25柏原日赤
（内　科）

26野上壽二
（内　科）

27 28 山縣憲一（外　科）

29三浦博幸
（内　科）

30塩見壮司
（外　科）

31平島　顕
（整形外科）

※当番医は変更になることがあ
ります。また、診察はあくまで
も応急的なものです。症状が悪
くなる場合などは、後日かかり
つけ医を受診しましょう。

地域医療
みんなで守ろう！

ＨＰ

「丹波市午後８時～10時応急診療室」と「休日診療所」3月の当番医（敬称略）

※休日診療所 ☎ 72‐2480　※応急診療室 ☎ 72‐0555

丹波市夜間健康相談ホットライン

　　　　　 ０１２０‐７３７‐１８０
［相談時間］午後７時～午前０時　看
護師・保健師・医師が、健康や医療、育児
などの相談に応じ、わかり
やすくアドバイスします。

フリーダイヤル

22 山田耕士（眼科）

血糖値が高めの方、必見！　
血糖値を上げ過ぎない生活習慣のヒント

1　腹八分目を心がけよう
食べすぎると糖質のとり込み量が増え、インスリン
を必要以上に使うことになります。

2　1日３食きちんと食べよう
血糖を下げるインスリンは1日3回食事をすること
で、無理なく分泌されます。欠食やまとめ食いは一
度にインスリンを大量に分泌するため、すい臓が疲
れてインスリン分泌が低下し、働きも悪くなります。

3　野菜、海藻から食べはじめよう
野菜や海藻類に多く含まれる食物繊維は糖の吸収を
穏やかにして、血糖値の上昇を抑えます。満腹感も
得られ、食べ過ぎも防げるので食事の時は野菜や海
藻などから食べはじめましょう。
　

4　甘い物はほどほどに
甘い物は、血糖値を急激に上げる原因です。特に水
に溶けた糖は吸収が早いため、甘い飲み物は要注意
です。間食は200kcalまでを目安に。

5　揚げ物、脂肪の多い料理は控えめに
揚げ物や脂肪の多い料理はエネルギーが高いため、
胃の中に留まる時間も長くなります。そのため、食
後の血糖値が高いままの状態が長くなる原因です。

6　食後に歩く習慣を！
血糖値が高くなる食後に歩くと、糖がエネルギー源
となり、食後の血糖値が改善されます。また、運動
はインスリンの働きをよくしたり、糖の処理を活発
にします。食後30分ほどしてからのウォーキングが
おすすめです。

～こころの病への正しい理解を～
精神障害に関する講演会　

ここ数年、精神疾患により悩んだり不安を持ってい
る方や、働きたくても働けない方、地域の中でコミ
ュニケーションが十分とれない方など、精神障害に
苦しむ方が増えています。講演会では、市民一人ひ
とりが精神障害（こころの病気）についての正しい
理解を深め、障害のある人が地域であたり前に暮ら
せる社会づくりを目指します。
■と　き/３月18日（木）午後２時～４時　■とこ
ろ /丹波の森公苑（柏原町柏原5600）■演題 /『統
合失調症とは』～精神障がい者が暮らしやすい地域
作り～　■講師 /医療法人社団清風会香良病院医局
長　稲田貴士氏　■参加費 /無料　■定員 /100人
　■申込方法 /電話・ＦＡＸ・メールで下記までお
申し込みください。■申込先 /社会福祉法人みつみ
福祉会　みつみ生活サポートセンター☎ 88‐9632 
Fax88‐9640　E-mail　mi-support2＠mitsumi.or.jp　
※定員になり次第締切。
問 生活支援課 ☎74‐0222　Fax74‐3005

“たんば” 食育クッキングRecepe No.11

１人分603kcal
塩分3.4ｇ

＊つくり方

①炊飯器に米と同分量の水、だし昆布
を入れてご飯を炊く。Ａの調味料を弱
火にかけて合わせ酢をつくり、ご飯と
合わせてすし飯をつくる。
②かんぴょうはぬるま湯に、高野豆腐
は少し熱めの湯につけ戻し、細かく切
る。ごぼうはささがきにし、人参は細
かく切る。Ｂの調味料で煮含める。干
し椎茸は戻し、細切りにし、Ｃの調味
料で煮含める。
③卵は、Ｄの調味料と合わせ薄焼き卵
にし、細切りにして錦糸卵をつくる。
絹さやは、塩ゆでにし斜め切りにする。
④①のすし飯に②の具を混ぜ合わせ
る。器に盛り、錦糸卵・椎茸・絹さや
で飾る。

＊材料（２人分）

①米・水　各１･1/2カップ、
だし昆布　10cm角　合わ
せ酢Ａ（酢大さじ３・砂糖
大さじ１・塩小さじ1/2）
②かんぴょう（乾）　10ｇ
高野豆腐　1/2個
ごぼう　40ｇ　
にんじん　50ｇ　
煮汁Ｂ（だし汁１カップ・
砂糖大さじ１･1/2・しょう
ゆ大さじ１・酒大さじ1/2）
干し椎茸　２枚
煮汁Ｃ（椎茸もどし汁　
25cc・砂糖大さじ1/2・し
ょうゆ小さじ１）
③卵１個　　　　　　
Ｄ（砂糖小さじ1/4・塩少々）
④絹さや30ｇ
紅生姜　適量

ひなまつりご膳（桃の節句）

問   　県民局総務防災課 ☎ 73‐3762 （財）兵庫県住宅再建共済基金 
　  　 ☎ 078‐362‐9400
http://web.pref.hyogo.jp/wd34/phoenixkyosai.html

震災から学んだ「助け合いの大切さ」を自然災害へ
の備えに生かしたフェニックス共済に、ぜひご加入
ください。
○兵庫県の共済制度だから安心です。
○すべての自然災害（地震、風水害、落雷など）が
対象です。
○家の築年数、大きさなどに関係なく加入でき、す
べての家の負担金と給付金は同じです。
○地震保険やほかの共済制度に加入していても給付
が受けられ、より多くの再建費用が準備できます。
○お申し込みは、郵送、インターネット、郵便局（簡
易局を除く）でできます。

［給付額］※住宅が半壊以上の被害を受けた場合
給付金 給付対象 給付金額

再建等給付金 再建・購入 600万円

補   修
給付金

全壊で補修 200万円
大規模半壊で補修 100万円
 半壊で補修 50万円

居住確保給付金 再建・購入・補修をしない場合 10 万円
①県外で再建・購入した場合、給付額は 1/ 2 になります。
② 賃貸住宅などは、別途制約があります。

［負担金］年額 5,000円
（初年度月 500円：上限 5,000 円）

⬇

＊掛け金＊

＊保障額＊
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183 センチ位・
ひげが濃い・歯
並びが悪い・左
首筋に５ミ
リ位の
ホクロ

平田　信

173センチ位・
眉毛が濃い・
近視（めが
ね使用あり）

高橋克也

159センチ位・右こ
めかみに４ミリ位の
ホクロ・右目
下に１ミリ
位のホクロ
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※住宅が半壊以上の被害を受けた場合

＊保障額＊

自然災害発生！
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お知らせ
平成22年度
丹波市臨時職員登録制度

市では、臨時職員を雇用するとき、
「臨時職員登録申請書」を提出さ
れた方の中から、書類および面接
による選考の上採用しています。
登録を希望される方は、臨時職員
登録申請書を提出してください。
なお、今回提出いただく申請書
の有効期限は、平成23年３月31
日です。
■職種/事務補助員、施設管理員、
自動車運転員、環境整備員、保育
士、放課後児童・預かり保育指導
員、幼稚園教諭、小中学校幼稚園
介助員、給食調理員　など
■任用期間 /任用期間はさまざ
ま。最長平成23年３月31日まで。
※１年を通じて随時受け付けて
います（土日祝日を除く午前８時
30分～午後５時15分）。
※臨時職員登録申請書は、市役所・
春日庁舎・各支所にあります。市
のホームページからもダウンロ
ードできます。
■申請書の提出先およびお問い
合わせ先/職員課 ☎ 82‐0722

就職フェアinたんば（就
職面接会）を開催します

直接企業と面談ができる就職面接
会を、丹波地域人材確保協議会
と丹波雇用開発協会の主催で開催
します。来春に大学などを卒業す
る予定の学生や地元就職希望の若
者のみなさん、ぜひご参加くださ
い！■とき /４月 10日（土）午
後１時30分～４時30分　■とこ
ろ /柏原公民館体育館　■対象 /
平成23年３月大学等卒業予定者
および概ね35歳未満の就職希望
の方、介護・看護の仕事に就職を
希望する方（年齢不問）、U・Iタ
ーン就職希望者、その家族や保護
者の方
問  ハローワーク柏原ふるさと就
労相談コーナー ☎ 72‐1070

母子（父子）家庭に
入学祝いを
贈ります

丹波市婦人共励会では、今春、小
学校・特別支援学校小学部に入
学される市内の母子（父子）家
庭の児童を対象に、養護老人ホ
ーム三相園の利用者の方々が手
づくりされた座布団や小物入れ袋
などの入学祝い品をお贈りします。
希望される方は、下記までご連絡
ください。■申込期限/ 3月 19日
（金）午後5時　■申込先 /丹波
市婦人共励会事務局（丹波市社会
福祉協議会本所） ☎ 82‐4631

シカの一斉捕獲をします
『シカ個体群管理事業』

県内ではシカによる農林作物の被
害が依然として続いています。丹
波市では、猟友会のご協力により
次の日程で銃器によるシカの一斉
捕獲活動を実施します。登山、日
役などで山に入られるときは目立
つ服装で、鈴・ラジオなど音の出
るものを身につけるなど、事故防
止にご協力ください。また、入山
の日程などが事前に分かっている
場合は、農林振興課までご連絡く
ださい。
■期間/３月16日（火）～31日（水）
（主に土・日・祝日に実施）■と
ころ/市内の山林　
問  農林振興課（春日庁舎内） ☎
74‐1465

年度末の自動車検査・
登録手続きはお早めに

毎年、年度末は自動車の検査・登
録申請窓口が非常に混雑します。
自動車の検査・登録手続きは、余
裕を持って３月中旬までにお済ま
せください。なお、自動車の継続
検査は、自動車検査証の有効期限
の満了する日の１か月前から受け
られますので、余裕を持って検査
を受けてください。
問  神戸運輸監理部兵庫陸運部　
登録関係 ☎ 050‐5540‐2066　
検査関係 ☎ 078‐453‐1102

犯罪の被害者を支援しま
すこころの悩み、ご相談
ください

＊ひとりで悩んでいませんか？
大切な家族や自分自身が、犯罪被
害や事故に巻き込まれることは残
念ながらいつでも起こりうること
です。被害や事故に遭うと、精神
的に不安定になったり正しい判断
ができなくなったりする場合があ
ります。このようなこころの悩み
を相談してみませんか？
＊ひょうご被害者支援センター
被害者などが安心して支援を受け
られるよう、兵庫県公安委員会か
ら犯罪被害者等早期援助団体の指
定を受けた「ＮＰＯ法人ひょうご
被害者支援センター」が、被害者
などの悩み相談を行っています。
1電話相談　078‐367‐7833
（祝日を除く火・水・金・土）午
前10時～午後4時
2面接相談
①法律相談（弁護士による法律相
談）第２・４金曜日の午後1時～
4時　②心理相談（臨床心理士に
よるカウンセリング）随時
※面接相談は、電話相談による事
前予約が必要です。
＊ホームページも開設しています
ひょうご被害者支援センター　
http://www.supporthyogo.org/

募　集
平成22年度「丹波ＯＢ大学」
入学生募集

■開講期間/５月12日（水）～平
成23年２月16日（水）■ところ
/丹波の森公苑　■対象/60歳（平
成22年４月１日現在）以上の篠山
市・丹波市在住者　■定員 /60人
程度　■申込締切　４月３日（土）
必着　問申問  丹波の森公苑文化振興
部 ☎ 72‐5170

森づくりスタッフ活動参
加者募集

■活動内容 /丹波の森公苑の里山
を活動拠点として、里山管理や里
山から採れる材料を活かした創作
活動。 ※活動は年12回程度（日
曜日が中心） 
問申問  丹波の森公苑文化振興部☎
72‐5170

ご　み

平成22年度版
「ごみ分別・収集カレン
ダー」を発行しました！

「ごみ分別・収集カレンダー」には、
平成22年度からの変更点や、収
集日程などについて掲載していま
す。ごみを正しく分別してごみ減
量化・資源化にご協力ください。
※地域により収集日程などが異な
るため、地域毎に作成しています。
市役所、春日庁舎地域振興課、各
支所、市内のコンビニエンススト
ア（広報紙設置店）に設置してい
ますので、お住まいの地域内で入
手してください。市のホームペー
ジからもご覧いただけます。
問  環境整備課 ☎82‐1292

柏原地域のごみ拠点回収
場所を一部廃止します

柏原地域のごみ拠点回収場所のう
ち、次の場所は平成22年３月の
回収日をもって廃止します。４月
からは当該自治会の拠点回収場所
へ排出日に排出いただきますよう
お願いします。
■廃止場所/市役所柏原支所、柏
原公民館、木の根センター、人権
啓発センター、北山ふれあいセン
ター、子育て学習センター
問  環境整備課 ☎ 82‐1292

相談は
無料

ください

相談は

母子（父子）家庭に

入居者募集
市営特定公共賃貸住宅

■募集団地・戸数 /特定公共賃貸住宅･･･挙田
団地 (柏原町挙田 )３DK２戸、下滝団地 (山南
町下滝 )３DK２戸、応相寺団地 (青垣町中佐治 )
３LDK１戸、城ヶ花団地 (市島町酒梨 )４LDK２

ＨＰ

戸､２LDK１戸、のこの団地 (春日町野上野 ) 
３LDK１戸　■受付期間/３月１日 (月 )～ 12
日 (金 )
■受付窓口／都市住宅課、市役所地域振興課、
各支所　■申込者多数の場合は抽選により決定
　■入居予定時期／平成22年４月上旬　
※前月の応募状況により募集戸数が減る場合が
あります。
○市内の県営住宅の申込み登録も随時受付中。
問 都市住宅課（春日庁舎内）☎74‐2364

入居申込みには、同居親族の有無や所得など条件
があります。家賃や必要書類など、詳しくは都市
住宅課までお問い合わせください。

不動産に関する
無料相談

県宅地建物取引業協会会員による
土地、建物に関する法律、税務な
どの相談です。（予約不要）
■とき /３月１７日（水）午後１
時～４時　■ところ /商工会柏原
支所　☎72‐0433
問 （社）兵庫県宅地建物取引業協
会三田・丹波支部　☎079‐563‐
2169
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この運動は、市民のみなさんに防火防災に関する意識や
行動力を高めていただくことにより、火災の発生を防止
し、万一発生した火災にも被害を最小限に止めることに
より、尊い命と貴重な財産の損失を防ぐことを目的とし
ています。消防本部・消防団では、この期間を中心に、
防火巡回パレード、事業所査察、放水訓練、水利調査な
どを実施します。

３
月
１
日
（
月
）
〜
７
日
（
日
）

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

＊
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子
」

住宅火災による
犠牲者を防ぐために !!

市では、住宅用火災警報器
の購入代金の一部を補助

しています。補助申請の締切り
が３月末までと迫っていますの
で、まだ購入されていない方は
お急ぎください。

なお、補助限度額は1台2,500円で１世帯
につき2台までとなっています。詳しく

は、生活安全課 ☎ 82‐1532まで。

丹波市防火ポスター最優秀賞
　市立西小学校4年

　田
たなべあかり

邊朱梨さんの作品

丹波市消防本部　　　　丹波市消防団
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固定資産税（４期）
国民健康保険税（９期）
３月１日（月）まで
■次回の予定
国民健康保険税（10 期）
３月 31 日（水）まで

問 税務課 ☎８２‐２００３

＊今月の税＊
口座振替で
納付いただいて
いる方は、納期限
までに口座残高
の確認をお願
いします。いします。

＊今月の献血＊
 献血カー
ドをお持ち
ください

　　　世帯数と人口

総人口　７０，０００人 　（‐５５）
 　男　　３３，６００人 　（‐１９）
 　女　　３６，４００人 　（‐３６）
 世帯数　２４，２２２世帯（   　８）
＊平成 22 年 1 月末現在・(　) 内は前月比
＊住民基本台帳に基づいて掲載

市内交通事故発生状況　

人身事故　　  　２５件  （‐２）
死　　者　　　  　０人  （　０）
傷　　者　　　  ３１人  （‐９）
物損事故  　１９５件   （　３）   
＊平成 22 年 1 月末現在・（　）内は前年比

２/25（木）市島住民センター
３/４（木）和田地域づくりセンター
３/10（水）青垣住民センター
＊午前 11 時 30 分～午後３時 30 分

表示のものは、市ホームページ（http://www.city.tamba.hyogo.jp/）にも情報を掲載しています。ＨＰ

ＨＰ

　　「広報たんば」は、市のホームページ（http://www.city.tamba.
hyogo.jp/）でもご覧いただけます。
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○車両が所定の駐車位置に
駐車すると５分後に自動的
にフラップ板が起き上がり
ます (駐車完了 )。
○前進での入庫もできます。
○駐車位置番号を確認して
おいてください。

利用手順

★駐車場入庫時

１
２ ３

４ ５
６ ７

★駐車場出庫時 出庫完了

○フラップ板が下りたのを
確認して出庫します。

○料金精算機に駐車位置フ
ラップ番号を入力すると駐
車料金を表示します。
○料金を投入してください。
○２千円、５千円、１万円
札は利用できません。

○料金精算が完了するとフ
ラップ板が下降します。
○同乗車の方も、料金精算
後フラップ板が下りてから
乗車してください。

市営駐車場に「料金精算
機」を導入しました

問 財政課 ☎ 82‐0029

毎月22日は「たんば鉄道の日」
市内全駅の市営駐車場（一時預か
り分）が無料に！

鉄道フォーラム・クイズラリー実行委員会
（丹波県民局・ＪＲ西日本福知山支社・丹

波市観光協会・丹波市商工会・丹波市で構成）
では、鉄道への関心を高め、たくさんの方々
にご利用いただきたいと、「たんば鉄道の日」
の毎月22日に一部の駅前市営駐車場（一時預
かり分）を無料で利用いただいています。

今回、市営駐車場への料金自動精算システ
ムの導入にあわせ、毎月22日は福知

山線市内全駅の市営駐車場（一時預か
り分）が無料になりました。より一層、電
車をご利用いただきますようお願いします。

切符は、石生駅・市島駅で
買いましょう

ＪＲ福知山線は、京阪神方面、但馬方面を
結ぶ重要な公共交通機関です。１人でも

多くの方にＪＲをご利用いただくことが、よ
り便利で快適な公共交通機関になることにつ
ながります。市では、石生駅と市島駅に券売
窓口を設け、利用者のサービス向上に努めて
います。石生駅、市島駅で切符をお求めの際は、
自動券売機でなく券売窓口で購入しましょう。

丹波竹田駅前、市島駅前、黒井駅前、
下滝駅前の４つの市営駐車場に、２

月から「料金精算機」を導入しています。
ドレスアップ車や改造車など、車床の低
い車（車床10㎝以下）は駐車できない場
合がありますので、場内に設置している
看板をよくご覧の上ご利用ください。
■注意/①出庫時は、必ず精算を済まして
からご乗車ください。②１時間以内の利
用で駐車料金が無料の場合でも、必ず精
算機の「駐車位置番号」と「確認ボタン」
を押して、バーが下がっているのを確認の
上出庫してください。③万一、自分の駐
車番号以外の番号を精算しても、返金は
できません。ロック解除もできませんの
で、しっかり確認の上精算してください。

フラップ式精算システム

電
車
に
乗
ろ
う
！
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お悔やみ申し上げます
氏　名 　年齢   住　 所 

戸籍のまど
お誕生おめでとうございます
赤ちゃん　保護者　住　所

　１２・１月届出順（敬称略）

京崎　由
ゆ い

依　浩也 青垣町桧倉

徳田恵
え み こ

美子　鉄也 柏原町挙田

田畑　澪
れ な

菜　重之 山南町岡本

間瀬　歩
あゆか

果　有一 柏原町柏原

松浪　希
き き

姫　博文 山南町北和田

西村　帆
ほだか

敬　政人 柏原町挙田

小田　和
わかな

奏　浩平 青垣町栗住野

深田　悠
ゆうと

翔　健裕 山南町村森

吉田　穂
ほのか

香　明人 柏原町大新屋

西村　柊
しゅうご

護　知也 氷上町成松

足立琉
る き や

煌哉　敬太 青垣町東芦田

近藤　瑠
る か

香　康博 春日町東中

貫名　寛
ひろと

人　聡志 春日町東中

谷垣　友
ゆうな

菜　康宏 柏原町大新屋

金尾　  翔
かける

 　  樹 柏原町柏原

髙橋　  遼
りょう

 　  純 青垣町小倉

岩瀧圭
けいいちろう

一郎　辰五郎 市島町北岡本

植田　源
げんき

輝　  攻 柏原町柏原

江崎　茉
まあや

彩　道行 春日町松森

岸本　蓮
れんや

哉　武久 青垣町口塩久

大西萌
も も か

々香　俊哉 氷上町南油良

原田　美
み な

菜　恵伸 柏原町挙田

上山　笑
えみり

璃　慎太郎 氷上町上成松

足立　葵
あおば

羽　秀吉 青垣町小倉

横谷　幸
ゆきね

音　恵三 氷上町石生

塚口　愛
あいか

花　高幸 氷上町油利

楠　竜
りゅうのすけ

之輔　大二郎 柏原町柏原

青木萌
ほ の か

乃華　昌人 春日町黒井

井上　遥
はるた

太　周典 柏原町柏原

角田　  椛
もみじ

 　直也 氷上町谷村

中野　碧
あおい

泉　忠宗 春日町黒井

中西　朱
あかね

音　広樹 山南町小畑

道本　愛
あいり

梨　正也 春日町黒井

大槻　眞
まなと

斗　進一 春日町多利

杉尾あいみ　真哉 春日町古河

足立まち子　93歳 氷上町伊佐口
永田きよゑ　90歳 氷上町長野
堂本　秀子　82歳 山南町北和田
大垣　好美　70歳 氷上町朝阪
横谷喜代男　82歳 氷上町小野
近藤　  勉 　85歳 春日町東中
小島　文子　84歳 青垣町中佐治
前川　善治　87歳 山南町前川
福家猪之吉　86歳 市島町下竹田
岸本美千子　88歳 氷上町下新庄
三原　浩二　69歳 春日町黒井
古西きよ子　83歳 山南町和田

木下　  博 　80歳 市島町与戸
畑　喜八郎　84歳 市島町北岡本
由良　義一　89歳 市島町梶原
荻野　德治  101歳 氷上町石生
横谷三枝子　87歳 氷上町小野
和田とみゑ　96歳 青垣町遠阪
足立嘉代子　64歳 青垣町桧倉
松山きしゑ　90歳 春日町鹿場
三浦　成夫　68歳 春日町多利
蘆田　榮子　89歳 春日町黒井
桑村八重野　85歳 氷上町油利
土田　逸夫　73歳 青垣町沢野
谷垣喜代司　97歳 氷上町桟敷
吉竹　  強 　69歳 春日町多田
笹倉　耕作　92歳 山南町奥
波多野邦夫　84歳 青垣町文室
田村　兼子　72歳 春日町中山
小田ふさゑ　92歳 春日町野上野
藤原とよ子　73歳 山南町草部
足立　常治　85歳 氷上町中野

山内加代子　84歳 春日町栢野
久下ふさ江　91歳 柏原町見長
村上知津子　62歳 春日町柚津
安江　律二　78歳 春日町国領
松田　範子　60歳 山南町谷川
青木　亮一　71歳 市島町中竹田
山本　春二　75歳 春日町七日市
岸本　重美　77歳 氷上町下新庄
依田千枝野　99歳 青垣町佐治
青木　三治　83歳 春日町野村
藤井　輝治　67歳 山南町草部
西瀧　重義　88歳 氷上町谷村
芦田　和子　70歳 山南町山本
中原とみゑ　85歳 山南町西谷
青木　正博　57歳 市島町中竹田
片岡　重二　83歳 氷上町石生
上本やゑの　99歳 氷上町石生
堂本　朝美　68歳 山南町北和田
寺井　敬子　78歳 市島町市島
池上　元治　76歳 氷上町石生

藤本はつゑ　88歳 氷上町賀茂
田中　笑子　84歳 市島町戸坂
中尾　正一　93歳 氷上町犬岡
安達　福江　82歳 氷上町香良
上野はつゑ　84歳 氷上町成松
  菅　 晴子　76歳 春日町野村
稲田　よつ　97歳 柏原町柏原
桑原　幸子　84歳 青垣町中佐治
高橋　悦子　66歳 市島町中竹田
廣瀬志げの　85歳 山南町井原
足立　一二　97歳 青垣町大名草
藤本與八郎　62歳 山南町村森
小中よし子　81歳 市島町東勅使
青木　俊夫　85歳 市島町中竹田
山口　國雄　77歳 山南町谷川
足立　行雄　85歳 青垣町口塩久
田川　榮次　81歳 春日町鹿場
井上喜代子　88歳 市島町上竹田

特
集
：「
学
校
給
食
」

に
込
め
た
思
い

特
集
：「
学
校
給
食
」

に
込
め
た
思
い

ト
ピ
ッ
ク
ス
・

ち
い
き
づ
く
り

市
長
執
務
室
・

ふ
る
さ
と
寄
附
金

下
水
道
使
用
料

軽
自
動
車
税

教
育
た
ん
ば

教
育
た
ん
ば

く
ら
し
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

（
健
康
・
ご
み
・
相
談
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
幼
・
保
園
児
募
集
）

特
集
：「
学
校
給
食
」

に
込
め
た
思
い

特
集
：「
学
校
給
食
」

に
込
め
た
思
い

ト
ピ
ッ
ク
ス
・

ち
い
き
づ
く
り

市
長
執
務
室
・

ふ
る
さ
と
寄
附
金

下
水
道
使
用
料

軽
自
動
車
税

教
育
た
ん
ば

教
育
た
ん
ば

く
ら
し
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

（
健
康
・
ご
み
・
相
談
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
幼
・
保
園
児
募
集
）

情
報
ひ
ろ
ば

（
お
知
ら
せ
・
戸
籍
）



2010.2 たんば　　　　242010.2 たんば　　　　2010.2 たんば　　　　2010.2 たんば　　　　

▼

平成 22 年２月 22 日発行　編集・発行／丹波市総務部総務課　〒 669-3692 兵庫県丹波市氷上町成松字甲賀 1番地
TEL0795（82）1001　FAX0795（82）5448　URL　http://www.city.tamba.hyogo.jp/　e-mail　info@city.tamba.hyogo.jp
春 日 庁 舎 ☎ 0795（74）0221　 柏 原 支 所 ☎ 0795（72）0544　 青 垣 支 所 ☎ 0795（87）1001　 山 南 支 所 ☎ 0795（77）0240
市 島 支 所 ☎ 0795（85）1001　 教 育 委 員 会 ☎ 0795（70）0810　 消 防 本 部 ☎ 0795（72）2255　　                                        　

▼
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　中央公民館では、平成22年度「ＴＡＭＢＡ (たんば )シニアカレッジ」の受講生を募
集します。各市立公民館を会場に、身近な問題や環境、歴史、文学などを学ぶ「教養講座」と、
新たな趣味を発見することができる「倶楽部活動」を実施します。詳しくは、各公民館、
支所に設置している募集要項をご覧の上、各市立公民館へ申込書を提出してください。
＊対　　象　　おおむね60歳以上で丹波市在住の方
＊教養講座（年６回・１年制・2,000円 /年）

テーマ 回数 内　　容 実施会場

必須
科目

健 　 康 ６ 高齢期の健康づくりについて

各公民館（年１回）出前市役所 ６ 生活に密着した市役所出前講座

生 き 方 ６ すばらしいｾｶﾝﾄﾞﾗｲﾌのために

選択
科目

地理・歴史 ６ 学ぼう、知ろう兵庫・丹波のあゆみ 各公民館（年１回）

大学出前講座 ３ 兵庫教育大学の講義をシニアカレッジで 柏原・氷上・青垣

地域づくり ３ 安らぎのある地域の創造 春日・山南・市島

芸術・文学 ４ 作品から見る世相や作者像 柏原・氷上・青垣・春日

丹 波 竜 ２ 丹波の恐竜化石から発掘体験まで 山南・市島

※必須科目は最低各１回受講してください。
※すべてのテーマはどこの会場で何回でも受講できます。

＊倶楽部活動（初心者コース・年10回・１年制・2,000円 /年）

※倶楽部活動は、教養講座受講者のみ参加可能です（複数可）。
※定員は各コース20人程度（先着順）。

　　　受講者募集！

た　
ん　
ば

平成22年度

 毎月、たくさ
んの仲間に会
えるのが楽し
みだわ。

 いくつになっ
ても学びたい！
クラブも楽しみ
だなぁ。

問 中央公民館 ☎82‐0409および各市立公民館

あ
な
た
の
「
学
び
た
い
」
を
応
援
し
ま
す

コ ー ス 名 実 施 会 場
古 文 書

柏 原 公 民 館
川 　 柳
卓 球

氷 上 公 民 館
自 然 探 訪

コ ー ス 名 実 施 会 場
パ ソ コ ン

山 南 公 民 館
鍵
けんばん

盤 ハ ー モ ニ カ
コ ー ラ ス

市 島 公 民 館
マ ジ ッ ク

コ ー ス 名 実 施 会 場
丹 波 布 創 作 丹波布伝承館
水中 ｳ ｫ ｰ ｷ ﾝ ｸ ﾞ ｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙ青垣
俳 　 句

春 日 公 民 館
手 　 話

ＴＡ
ＭＢＡシ

ニアカレッジ


